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◎道央～道北日本海スルメイカ調査結果 （おやしお丸：８月 24日～９月１日）

①スルメイカの分布密度と大きさ

図１　スルメイカの分布密度（CPUE：自動イカ釣機１台１時間当たりの漁獲尾数）

スルメイカの分布密度（CPUE：自
動いか釣機１台１時間当たりの漁獲

尾数）は積丹半島の北西沖合で 21
と高かったが、その他の調査点では

６以下と低くなっていました（図１）。

例年分布密度が高い日ロ境界線付

近の分布密度も３～６と低くなってい

ました。

                                     図２　平均ＣＰＵＥの経年変化
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前年よりスルメイカの分布密度低く、魚体は小型
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全調査点の平均 CPUEは６で前年（９）よりも低く、1995年以降で最も低い値でし
た（図２）。

 スルメイカの外套長は 16～29cm、調査海域全体のモード（最も多く漁獲されたイカ
の外套長）は 22cmで、前年よりも小型でした（図３）。

図３ 調査海域全体での外套長組成

②水温分布

調査海域の 50m 深水温
分布は２～ 15℃台でした
（図４）。

積丹半島の北から西方

沖合や利尻島から天売・焼

尻島周辺海域で 14～15℃
台と高くなっていました。ま

た、日ロ境界線付近の沖合

は前年並みの水温でした。

図４　1999年の８月下旬の 50m深水温分布
（文責：中央水試資源管理部）
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